
（別紙３）

～ 令和８年　２月　２６日

（対象者数） 18 （回答者数） 17

～ 令和８年　２月　２６日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・様々な児童が交流を持ている様、各部屋間の行
き来は自由に行えるようにしている。

2

・事業所外の人たちとも交流を持っていけるよ
う、地域のイベント等への積極的な参加を検討し
ていく。

3

・プリント学習では、児童に合わせたプリントを
作成し取り組むことで一人ひとりのモチベーショ
ン向上にもつながっている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・様々な曜日で、児童館などに出かけ、地域の子
どもと関われる機会を設けていく。

2

・イベント実施の際に、きょうだいや保護者も参
加可能な行事を検討していく。

・分けられた生活空間で、それぞれの活動に集中し
て取り組める環境が設定されている。

・一人ずつ個別療育や課題等の活動の予定を立て、
各部屋に分散できるように療育を設定している。・
個別療育は指導員と１対１で取り組める空間で行
う。

・外出先の充実
・様々な毛に件を積み、体験できる環境を設定して
いる。

・外出先の選定を行い、工場見学や公園、施設見学
等様々な体験が出来る様に行き先設定を行ってい
る。

・教材の工夫
・児童一人ひとりに応じて、教材を選定し一人ひと
りに寄り添った支援を行っている。

・月に１回、個別療育の振り返りを行い、児童一人
ひとりに合った教材を選定している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・放課後児童クラブや児童館との交流、地域の他の
子どもと活動する機会が少ないこと。

・長期休み等に児童館への訪問や、地域の公園への
外出などを取り入れているが、地域の他の子どもの
直接的な関りにはつながっていない。

・保護者会は実施されているが、きょうだい向けの
イベント等は行われていない事。

・クリスマス会や夏祭りを実施しているが、法人内
だけの閉鎖的なものとなってしまっている。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 元総社すくーる２

○保護者評価実施期間 令和８年　２月　３日

○保護者評価有効回答数

令和８年　２月　３日

事業所における自己評価総括表公表
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